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結果の概要

Ⅰ　概説

　国民の栄養状態は終戦後著しい発展を遂げてきたが，これは次の三つの発展過程に分けて考えられる。

　すなわち，終戦直後は食糧事情の回復とともにまづ空腹を満すことから初まつたが，これは摂取食事の

内容或は食品の栄養的価値を考慮することなく，腹一杯食べることに主眼がおかれた。そのため摂取栄養

量としては，熱量，蛋白質の増加が，摂取食品としては，いも類，および大麦，雑穀を含めた穀類の摂取

が当時の特徴であつた。

　このような第一次修復過程は，大体昭和23年まで続き特にこの傾向は都市において著しかつたため，摂

取栄養量においても，食品の内容についても又体位においてもあらゆる栄養状態は農村のそれが都市を　

回つている状態にあつた。修復過程の第二段階は昭和24年より初まつた。この頃になると，人心は安定を

取り戻すとともに食糧事情はますます好転し国民の経済力も次第に回復し，又昭和25年からは終戦後ミル

クのみの補給を行つてきた学校給食が完全給食に踏み切るようになり，栄養改善事業従事者のたゆまざる

努力と相まつて国民の栄養状態は飛躍的発展を遂げた。

　すなわち，飢餓と栄養失調より回復するとともにただ腹を満すだけで満足することなく，摂取する食物

はその質に重点がおかれるようになり，食生活の内容が次第に豊かになつてきた。このため蛋白質特に動

物性蛋白質，脂肪，カルシウム等の増加は著しく，又摂取食品の内容はいも類，大麦，雑穀類は減少する

一方，栄養価の高い動物性食品，豆類，油脂類の摂取増が目立つてきた。又米の不作，学校給食における

パンの利用が米食依存を脱却しようとする粉食の奨励と相まつて，小麦の摂取が顕著に伸びてきた時代で

もあつた。このような国民の栄養状態の向上と相まつて国民の体位は急速に改善され，昭和27～28年にな

ると既に戦前の最高水準であつた体位にまで回復し更にその後も発展を続けていつた。

　この第二次修復過程は昭和30年頃まで続いたが，翌31年からは米の豊作が始まり，それが毎年続いて

平年作化するにつれ，米食依存の傾向が強くなる一方，食生活の内容も洋風化，高級化するなど相反する

二つの傾向が判然と分離されるようになつてきた。すなわち農村或は都会でも比較的年令層の高いものは

米食特に白米食に対する食習慣に固執し，味噌汁を好み，魚を食べ，豆腐，納豆を好むなど所謂，日本的

な食生活を行う反面，都市の特に青少年の間ではパンを好み，牛乳を飲み，魚よりむしろ牛や豚などの肉類

を好み，野菜は白色のものを食べるなど戦後各方面に浸透してきた洋風化殊にアメリカナイズした形のも

のが取り入れられるようになつた。この結果31年度からの傾向としては米の摂取量が漸増し，ビタミンB1

の摂取量が減少したため，ビタミンB1の欠乏に由来すると思われるけん反射消失，ひ腹筋圧痛等の栄養

欠陥症状が増大する一方，牛乳，卵その他の動物性食品の摂取増，脂肪の利用範囲の拡大，白色野菜，果

実類の増加と，これとは逆に緑黄色野菜，魚類の摂取減，又いも類，大麦特に雑穀などの極度の減少が目

立つてきた。このような両者の相殺作用によつて国民一般の栄養状態は従来目ざましい発展過程をとげて

きたものがここ数年若干停滞してきたことは否めない事実となつてしまつた。
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　すなわち最近2～3年国民1人1日当りの栄養摂取量には殆んど変化なく，又終戦後向上し続けてきた国

民の体位も停滞気味であり，更に栄養欠陥に由来すると思われる種々な身体症候も依然とて国民4人に1人

というような高率を維持している状況である。しかもこのようなことは都市よりも農村において著しく，最

近の傾向としては都市における食生活の好転に比し，農村の方が次第々々に引き離されてゆく状態にある。

　それではこのような状態が如何にして起つたかは色々の議論もあろうが，その背景として考えられるも

のはまず最近における国民所得の増大が挙げられるのではなかろうか。

　すなわち昭和31年度から毎年続いている米の飛躍的な増産は恵まれた天候，米の品種改良，米作技術の

向上などあらゆる条件が備わつて現在では従来豊作と考えられている状態が最早平年作であるとさえいわ

れる状態となつてきた。このため収入の大部分を米の供出代金から得ている農家の収入が非常に増加し，

農家の生活がかなり豊かになつたことが第一の理由である。

　又他方米の不足を補うため諸外国より輸入していた食糧の代りにその外貨を他の生産資材に割りあてる

こともできるようになり，国内における工業生産力の上昇，諸外国の景気上昇とそれに伴う貿易の拡大等

わが国の経済は非常な発展を遂げ，昭和33年には神武景気が，34年には更にそれを上回る岩戸景気が出現

し，国民生活特に都市生活者の収入が大幅に増加したことが第二の理由であろう。都市勤労者のエンゲル

係数すなわち家計支出のうち飲食費の占める割合が昭和34年に戦後初めて40％を割つたということもその

好景気の一つの裏付けともなつている。

　しかしこのような所得の増加は現状において直接飲食費の増加或は栄養的価値の高い食品の増加とはな

らず，奢侈的色彩の強い嗜好食品，調理に便な加工食品等の増加となつて現われたものと見るべきであろ

う。

　また第三次発展過程の陰には都市や農村において好況から取残された60万世帯の生活保護者および110

万世帯と見られるボーダーライン層の人達がいることも忘れてはならない事実である。これらの人達は日

々の生活に追われ，食生活にも余裕がなく農民

にとつては自家生産物であり，その他の人々に

とつては安価に購入できる米の摂取に依存し，

その結果栄養欠陥に由来する多くの疾患が多発

している現状である。以上の要因をもつた第三

次過程が今後どのように変動して行くか予測す

ることは仲々難しいが，栄養改善事業は社会保

障の進展と相伴わない限り急速な発展は困難で

はないかと想像される。

　以上，終戦後より現在までの国民栄養状態の

変遷と，その背景となつている各種の状況につ

いて簡単に述べたが，次に昭和34年度の調査成

績についてその概略を紹介してみよう。

　まづ今年度の食品群別摂取量を昭和34年7月

24日に栄養審議会から答申された日本人の望ま

第1図 主要食品の摂取量と目標量との比較
　　（昭和37年の目標＝100）

米 大麦 小麦 甘藷 馬鈴薯 大豆 味噌 大豆製品 その他豆類 魚介類

獣鳥肉類 卵類 乳類 緑黄色野菜 その他野菜類 柑橘類トマト その他果実

注）乳製品は生乳換算して生乳に加えて目標量と比較した。
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しい食糧構成表と対比してみると，第1図のとおり目標量を上回つているものは米，卵，その他の野菜で

このうち卵だけが33年の92．5％に比し今年は103．1％となり漸く，一応の目標量を突破したことになつて

いる。

　しかし，米は33年の107．5％に対し34年は110．4％となり，33年よりも更に米の摂取量が増加している。

又逆に目標量を特に下回つているものは，甘藷，馬鈴薯，乳類，緑黄色野菜で，小麦，大豆，果実類など

も未だ充分とはいえない。このうち乳類，果実類については昨年より増加し，特に乳類は33年の50．4％に対

し，61．6％とかなり急激な増加を示しているが，小麦，馬鈴薯，緑黄色野菜などはかえつて減少し，全体

として，卵，乳類を除くと一般に33年よりも一歩後退した感がある。このような状態のため国民1人1日

当りの栄養摂取量にしても昨年と殆ど変りない。また栄養欠陥に由来すると思われる身体症候の保有者も

前年度と差異がないのみならずビタミンB1欠乏と関係のあるけん反射消失，ひ腹筋圧痛などはかえつて

増加している傾向がみられる。しかしながら国民の体位は33年に比し全般的にかなり向上の跡がみられ，

身長，体重とも殆んど各年令において増加しており，特に10代における男女の体位の向上が目立つている

ことは食生活の改善が全般的にやや停滞気味であることの中に一つの明るい光であるともいえる。なお，

最近における成人病特に高血圧症の増加，心臓疾患，脳卒中による死亡率の増大或は小児におけるう歯発

生の増加などいずれも食生活と関連のあるものの疾患が増加していることは今後食生活の改善が単に栄養

摂取量の増加，栄養価のある食品の摂取だけを目標とするだけではなく，食事内容特に各栄養素のバラン

スということにも重点をおかねばならないことを示している。

　最後に今後栄養改善を更に推進するための一つの目標として国民体位の向上，健康の増進ということに

も眼を向けなければならないであろう。諸外国との親善交流特にスポーツの交流においては，われわれ日

本人の体位というものがどんなに欧米人に比し貧弱であるかは各種競技の結果如実に示されている。

　もち論，体位の間題は食生活，栄養問題ばかりでなく，遺伝的因子もあるし，スポーツ，生活環境など

色々の条件によつても左右されている。しかし遺伝因子を除けば栄養というものが何といつても最も大き

な影響を有することは終戦後におけるわが国民の著しい体位の向上の結果をみても明らかであるので，こ

の栄養改善を主軸にし，更に広く生活環境の改善，スポーツの振興などにも力を入れ，今後共ますます体

位を伸展させることに努力し，国民の健康増進のための方策を立てるべきであろう。

Ⅱ　各説

1．栄養摂取量

　　1）全国平均1人1日当り栄養摂取量

国民の食生活は年々かなり大きな変化をみせているが，それは主として食糧構成の面であつて栄養摂取

量の面からみるとここ数年の状態はあまり目立つ程の伸びとはいえない。

それでも過去10年前の栄養状態からみるとその上昇率は著しいものがあり，昭和24年を100とした場

合，第2図の如く，最も大きな伸びをみせたものはカルシウムで（＋）92．5％，次いで動物性蛋白質の

（＋）67．9％，脂肪（＋）48．7％，ビタミンA（＋）32．5％などでこれらはいずれも大幅な上昇を示して


